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6059-Sの 臨 床 的 検 討

渡辺一功 ・日比野順子 ・泉 昭 ・森 健 ・池本秀雄

順天堂大学医学部内科

6059-Sを 呼吸 器疾 患10例(気 管支 肺 炎2例,気 管 支 拡 張症2例,ぴ まん性 汎 細 気 管支 炎2例,

気管支喘息 に伴 う気 道感 染症2例,肺 膿瘍 し例,肺 癌1例)お よ び菌 血症,腎 孟炎 各1例 に使 用

し,著 効1例,有 効8例,無 効1例,効 果 判定 不 能2例 の結 果 を え た。

効果判定 の可能 で あ った呼 吸 器感 染 症9例 中8例 が著 効 な い し有 効,1例 が 無 効,腎 孟 炎1例

が有効 の結果 で あ り,有 効率 は90%と 高 い 数値 を示 した。 原 因 菌 別 で はHaemophilus in fluenzae

2例 中2例,E.coli 1例 中1例,Pseudomonas aeruginosa 2例 中1例 が 有 効 で,そ の 消失 率 は

80%で あった。

測 定 しえ た起炎 菌 のMICはH.in fluenzaeは107cells/ml,105cells/mlと も0.05μg/ml,E.

coliは105cells/mlで0.39μg/ml,106cells/mlで0.2μg/mlと 低 く,P.aeruginosaはM型

が108cells/ml,106cells/mlと も12.5μg/ml,非M型 は108cells/mlで100μg/ml,106cells/

mlで50μg/mlで あ った。

副作用 は発疹,発 熱,瘉 痒 感,悪 心 な どを 含 め臨 床 的 に本 剤 に よ る と思 わ れ る もの は な いが,2例

にS-GOT,S-GPTの 軽 度上 昇 を認 め,本 剤 投 与 中止 に よ り速 や か に正 常値 に復 した。

は じめ に

6059-S,(6R,7R)-7-(2-carboxy-2-(4-hydroxyphenyl)

acetamido•l-7-methoxy-3-•k(1-methyl-1H-tetrazol-5-yl-thio)

methyl•l-8-oxo-5-oxa-1-azabicyclo•k4.2.0.•loct-2-ene-2-car-

boxylic acid disodium saltは1976年 に塩 野 義 製 薬研 究 所 で 開

Fig.1 Chemical structure of 6059-S

発され,Fig.1の とお りである。本剤は化学構造上特異的で,

従来のセファロスポ リン骨格の硫黄原子(S)が 酸素原子(O)

に置換され,か つセファマイシン様構造 も加わ ったユニ-ク な

新抗生物質である。

その抗菌域は広 く,グ ラム陽性菌および グラム陰性菌 に強い

抗菌力を示すが,グ ラム陽性菌 にはCefazolin(CEZ)よ りお

とるものの,E.coli,Klebsiella pneumoniae,Proteus sp.,

Enterobacter.H.influenzaeな どには特に優 れた 抗菌力を

もっている。

今回,内 科領域におけ る各種呼吸器感染症 および尿路感染症

など1に対 し本剤の治療効果を検討す る機会をえたので,そ の結

果を報告する。

対 象 な ら び に方 法

順天堂 大学 医学 部 内科 お よ び関 連病 院 に入 院 した 患者

12症 例を対象 とした。年令 は43才 か ら74才 で,男

子3例,女 子9例 であ り,疾 患の内訳は呼吸器疾患

10例(気 管支肺炎2例,気 管支拡張症2例,び まん

性汎細気管支炎2例,気 管支喘息に 気道感染を伴 うも

の2例,肺 膿瘍1例,肺 癌1例),菌 血症1例,腎

孟炎1例 の計12例 である。

また,起 炎菌の一部について6059-Sに 対 するMIC

を 日本化学療法学会標準法に準 じて測定 した。

投与方法および効果判定

投与方法は全症例 につき,1回19を250mlの 糖

液 または電解質液 に溶解 し,約2時 間の点滴静注法で

1日2回 投与 した。投与 日数は最短で7日(総 量14

9),最 長は58日(総 量1169)で あり,平 均投与 日数

は17日,総 投与量の平均は349で ある。

臨床効果の判定 は呼吸器感染症 については胸部X線 像

の改善,臨 床検査所見,と くに 末梢白血球数,血 沈,

CRP.熱 型 および起炎菌の推移 を観察 し,著 効(excel-

lent),有 効(good),や や有効(fair),無 効(poor)の

4段 階に判定 し,尿 路感染症 については尿所見 を参考に

した。まだ,他 剤 との併用。retrospectiveに 感染症状

のなか った ものは効果判定不能(undertermined)と し

た。

成 績

Table 1に 示 すように呼吸器疾患10例,菌 血症1

例,尿 路感染症1例 の計12例 に6059-Sを 使用 した
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が,効果判定可能であったのは10例 であった。症例5

の肺癌 ・癌性胸膜炎 に 併発 した 菌血症 の 症例 は 他剤

(ST合 剤,Amikacin)の 併用がおこなわれたため,ま

た症例10の 肺癌症例は当初,肺 膿瘍を考え本剤の使用

を開始したが,扁 平上皮癌と診断され,感 染症状があき

らかでないため効果判定か ら除外 した。

臨床効果は10例 中著効1例,有 効8例,無 効1

例であり,気 管支喘息に伴 う気道感染症の1例 が著効,

気管支肺炎の2例,び まん性汎細気管支炎の2例,肺

膿瘍の1例,感 染を伴 う気管支拡張症,気 管支喘息の

各1例,腎 孟炎の1例 が有効であった。無効例はP

aernginosa(M型)を 検出した気管支拡張症の症例であ

った。

細菌学的にみると10例中6例 に起炎菌を決定 す ること

が可能であった。すなわち,呼 吸器感染症ではH.in flu-

engae 2例,Straptocoecus pneumoniae, P.aeruginosaの

M型,非M型 各々1例 があり,腎 孟炎の1例 では

E.coliを 検 出 した 。6059-Sの 投 与 に よ り症 例7のP.

aeruginosa(M型)を 除 いて 全 例短 期間 に 消 失 した。

6059-Sに 対 す るMIC値 は,症 例1のH.influenzae

で は107cells/ml,106cells/mlと もに0.05μg/ml,

症 例4のE.coliは106cells/mlで0.39μg/ml,106

cells/mlで0.2μg/ml,症 例7のP.aeraginosa(M

型)は108cells/ml,106cells/mlと も に12.5μg/ml,

症 例8のP.aeruginsoaは108cells/mlで100μg/

ml,106cells/mlで50μg/mlで あ った。

この 他本 剤 の投 与 はお こなわ れ なか った が,糖 尿病 に

尿 路 感染 を 有 す る もの の尿 中か ら107コ/ml分 離 され

た2症 例 のE.coliのMICは108cells/ml,106

celIs/mlと もに各 々0.39μg/ml,0.2μg/mlで あ った 。

副 作 用

本 剤 投 与 に よ り発疹,発 熱,〓 痒 感,悪 心,悪 寒 など

の副 作 用 は 認 め なか っ た。本 剤 投 与 前 後に おけ る血 液学

Fig. 2 Laboratory data before and after administration of 6059-S

Fig. 3 Laboratory date before and after administration of 6059-S
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的 およ び生 化学 的 検査 はFig.2,3に 示 す が,血 液学 的

には特 記 す べ き こ とは なか った。 症例9でSGOTが

35Uか ら73.5Uに,S-GPTが22Uか ら40U

に,ま た症 例12でS-GOTが17Uか ら71Uに,

S-GPTが14Uか ら65Uに 上 昇 した が,と もに本

剤 の投 与 中止 に よ り速 や か に正 常値 に復 して い る。

考 按

6059-Sは 化学 構造 上 特異 的で,従 来 の セ フ ァ ロス ポ

リン骨格 の 硫 黄原 子(S)が 酸素 原 子(O)に 置換 され,

か つ セ フ ァマ イ シ ン様 の 構造 を も加 わ った ユ ニ ー クな新

抗 生 物 質で あ る。

6059-SはStaphylococcus aureusやStaphylococcus

epiciermidisに 対 して はCephalothin(CET),(lefuro-

xime(CXM),Cefamandole(CMD)よ り抗 菌力 が 弱

く,Streptococcus viridims,Streptecocons Pyogenesee対

して も抗菌 力 は お とる。S.pneumonlaeに も他 の セ フ ァ

ロ ス ポ リ ン剤 やAmpicillin(ABPC)よ り抗 菌 力 は お と

って い る。Streptoceccusfaecalisに 対 して は他 の セ フ ァ

ロスポ リ ン剤 同様 抗 菌力 が お と る。 しか し,Entero-

bacteriaceaeに 対 して の 抗 菌力 はCefotaxime(CTX)に

は劣 る もの の,従 来 の セ フ ァロス ポ リン剤 お よび 近年 開

発 され たCMD,CXM,Cefoxitin(CFX)よ り強 い と

され て い る。 と くに,イ ン ドール陽 性 のProteus,Sal-

monellaに 対 して の抗 菌 力 が よ く,P.aeruginosaに 対

して はCTXよ り2倍,Carbenicillin(CBPC)よ り

4倍 抗 菌力 が よ い とされ て い る。 ま た,Bacteroldes sp.

H. influen2aeに 対 す る 抗 菌力 が よ いの も 特 徴 で あ

る1,2)。

近 年,呼 吸器感 染症 および尿路感染症の特徴としてグ

ラム除性桿菌の増加が あげ られてお り,今 回,我 の々検

討した症例で も起炎菌の判明 した もの7例 中6例 がグ

ラム陰性桿菌であった。

全国集計の成績3)を みて も呼吸器感染症においてグラ

ム陰性 菌の症例が多 く,H.infZuenzae,K.pneumaniae,

E.coli,Enterabacterな どに 本剤の有効例が多くみら

れ,尿 路感染症 において もE.coliの みならず多 くのグ

ラム陰性菌に も有効例が多い。

また,本 剤は 点滴静注法によ り高い血中濃度が得ら

れ,半 減期 も長いのが特徴であ る3)。

以上の ことにより,6059-Sは グラム陰性菌による呼

吸器感染症および尿路感染症をはじめ。各種の感染症に

有用な新抗生剤 と考えられ る。
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CLINICAL STUDIES ON 6059-S
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6059-S is a new oxacephem derivative with a characteristic chemical structure.

6059-S was administered by drip infusion to 10 cases of respiratory tract infections,one case of urinary

tract infection and one case of bacteremia.

The clinical effectiveness was excellent in one,good in 8 and poor in one case.In the remaining 2

cases,however,the clinical results were unable to be judged.In regard to H.influenzae and E.coli infec-

tion,favorably responded with a drip infusion of 1 g of 6059-S for 2 hours twice a day.

As to side effects,elevation of S-GOT and S-GPT was noted in 2 cases.

According to these results,6059-S was evaluated to be a useful antibiotic on respiratory and urinary

tract infections.


